
【
要
旨
】

金
石
学
の
成
果
の
う
ち
現
存
す
る
最
初
期
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
北
宋
・
歐
陽
脩

『
集
古
録
跋
尾
』
十
巻
は
、
歐
陽
脩
の
金
石
蒐
集
の
状
況
と
、
そ
の
目
的
で
あ
る
歴
史
お

よ
び
文
学
テ
ク
ス
ト
ま
た
書
法
の
よ
り
精
確
な
考
証
が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
歐
陽
脩
の
こ
の
よ
う
な
金
石
蒐
集
と
考
証
は
、
彼
の
周
囲

に
存
在
し
て
い
た
、
金
石
に
関
心
を
持
ち
そ
の
蒐
集
や
考
証
を
行
っ
て
い
た
多
く
の
友
人

た
ち
の
協
力
を
得
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
期
間
に
及
ぶ
蒐
集
の
過

程
で
、
そ
れ
ら
の
友
人
た
ち
の
な
か
に
は
世
を
去
る
者
が
次
第
に
増
え
、
ま
た
金
石
に
も

時
間
の
経
過
の
な
か
で
傷
み
失
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
歐

陽
脩
は
『
集
古
録
跋
尾
』
所
収
の
跋
文
の
な
か
で
、
人
と
金
石
そ
れ
ぞ
れ
の
有
限
性
に
つ

い
て
し
ば
し
ば
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
歐
陽
脩
と
彼
の
友
人
た
ち
の
金
石
蒐
集
は
、

そ
の
後
の
世
代
の
孫
覺
や
李
公
麟
に
よ
る
金
石
蒐
集
に
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
北
宋
末
期
に

は
、
徽
宗
編
の
『
宣
和
殿
博
古
圖
』
や
張
明
誠
の
『
金
石
録
』
と
い
う
成
果
を
生
む
に
至
っ

た
。
ま
た
、
『
集
古
録
跋
尾
』
の
な
か
で
歐
陽
脩
が
述
べ
て
い
た
人
と
金
石
そ
れ
ぞ
れ
の

有
限
性
に
つ
い
て
思
い
は
、
任
官
の
初
期
に
歐
陽
脩
の
金
石
蒐
集
に
関
わ
っ
た
蘇
軾
に
影

響
を
与
え
、
そ
の
後
彼
に
よ
っ
て
深
く
思
考
さ
れ
、
そ
の
詩
文
の
中
で
様
々
に
表
現
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

は
じ
め
に

清
・
紀
昀
（
一
七
二
四
―
一
八
〇
五
）
等
に
よ
る
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
十

七
「
史
部
目
録
類
二
」
（
合
印
四
庫
全
書
總
目
提
要
及
四
庫
未
収
書
目
禁
燬
書
目

臺
湾
商
務
印
書
館
一
九
八
五
年
増
訂
三
版
）
は
、
北
宋
・
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
―

一
〇
七
二
）
の
編
ん
だ
『
集
古
録
』
十
巻
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
解
説

す
る
な
か
で
、
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
書
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
人
法
書
、
惟
重
眞
蹟
。
自
梁
元
帝
始
集
録
碑
刻
之
文
爲
『
碑
英
』
一
百
二
十

巻
、
見
所
撰
『
金
樓
子
』
、
是
爲
金
石
文
字
之
祖
、
今
其
書
不
傳
。
曾
鞏
欲
作

金
石
録
而
未
就
、
僅
製
一
序
、
存
『
元
豐
類
稾
』
中
。

古
人
の
法
書
は
、
惟
だ
眞
蹟
を
重
ん
ず
る
の
み
。
梁
元
帝
始
め
て
碑
刻
の
文

を
集
録
し
て
『
碑
英
』
一
百
二
十
巻
を
爲
し
、
撰
す
る
所
の
『
金
樓
子
』
を
見

る
に
、
是
れ
金
石
文
字
の
祖
爲
る
も
、
今

其
の
書

傳
は
ら

ず
。
曾

鞏
金
石
録
を
作
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
未
だ
就
か
ず
、
僅
か
に
一
序
を
製
す
る

の
み
に
し
て
、『
元
豐
類
稾
』
中
に
存
す
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
金
石
文
を
集
め
た
先
駆
け
と
し
て
、
梁
元
帝
（
蕭
繹
五
〇
八
―

五
五
四
）
の
『
碑
英
』
一
百
二
十
巻
（
既
佚
）
を
挙
げ
、
ま
た
歐
陽
脩
と
同
時
期
の

曾
鞏
（
一
〇
一
九
―
一
〇
八
三
）
に
も
金
石
録
の
編
集
の
計
画
が
あ
っ
た
が
果
た
せ

ず
、
そ
の
別
集
『
元
豐
類
稾
』
所
収
の
序
一
篇
を
制
作
し
た
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
と

記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
曾
鞏
の
「
序
一
篇
」
が
、
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る

の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
現
行
の
『
南
豐
先
生
元
豐
類
稾
』
巻
五
十
（
四
部
叢

刊
本
）
に
は
「
金
石
録
跋
尾
十
四
首
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
曾
鞏
が
金
石
に
刻
ま

れ
た
文
字
に
関
心
を
持
ち
、
跋
尾
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
提
要
の
文
章
の
撰
者
で
あ
る
紀
昀
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
歐
陽
脩
の
金
石
研
究
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を
彼
の
独
創
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ず
、
南
朝
梁
以
降
、
長
き
に
渡
っ

て
途
絶
え
て
い
た
金
石
研
究
を
、
北
宋
期
に
お
い
て
復
活
さ
せ
た
成
果
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
時
代
に
は
他
の
人
物
に
よ
っ
て
も
金
石
研
究
が
行
わ
れ

て
お
り
、
歐
陽
脩
の
金
石
研
究
が
当
時
に
お
け
る
孤
立
例
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
以
下
、
歐
陽
脩
『
集
古
録
跋
尾
』
十
巻
（
歐
陽
文
忠
公

集
巻
一
百
三
十
四
―
一
百
四
十
三
所
収
四
部
叢
刊
本
）
の
記
述
を
主
な
資
料
と
し
、

具
体
的
な
例
に
拠
り
つ
つ
、
歐
陽
脩
の
金
石
蒐
集
と
考
証
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
さ
ら
に
、
『
集
古
録
跋
尾
』
中
に
散
見
す
る
歐
陽
脩
に
近

し
い
知
識
人
た
ち
の
金
石
愛
好
を
め
ぐ
る
記
事
か
ら
、
彼
ら
の
金
石
に
対
す
る
姿
勢
、

あ
る
い
は
思
考
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
『
集
古
録
跋
尾
』
の
編
集
方
針
と
考
証
に
つ
い
て

『
集
古
録
跋
尾
』
の
編
集
の
方
針
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
自
身
は
、
嘉
祐
七
年
（
一

〇
六
二
）
の
「
集
古
録
目
序
」（
四
部
叢
刊
本
『
集
古
録
跋
尾
』
冒
頭
）
の
な
か
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
力
莫
如
好
、
好
莫
如
一
。
予
性

�而
嗜
古
、
凡
世
人
之
所
貪
者
皆
無
欲
於
其

間
、
故
得
一
其
所
好
於
斯
、
好
之
已
篤
、
則
力
雖
未
足
、
猶
能
致
之
。
故
上
自

周
穆
王
以
来
、
下
更
秦
・
漢
・
隋
・
唐
・
五
代
、
外
至
四
海
九
州
、
名
山
大
澤
、

窮
崖
絶
谷
、
荒
林
破
塚
、
神
仙
鬼
物
、
詭
怪
所
傳
、
莫
不
皆
有
、
以
爲
『
集
古

録
』
。
以
謂
轉
寫
失
真
、
故
因
其
石
本
、
軸
而
藏
之
。
有
巻
帙
次
第
而
無
時
世

之
先
後
、
蓋
其
取
多
而
未
已
、
故
隨
其
所
得
而
録
之
。
又
以
謂
聚
多
而
終
必
散
、

乃
撮
其
大
要
、
別
爲
録
目
、
因
并
載
夫
可
與
其
史
傳
正
其
闕
繆
者
、
以
傳
後
學
、

庶
益
於
多
聞
。

夫
れ
力
は
好
む
に
如
か
ず
、
好
む
は
一
な
る
に
如
か
ず
。
予
性

�に
し

て
古
を
嗜
み
、
凡
そ
世
人
の
貪
る
所
の
者
は
皆
な
其
の
間
に
欲
す
る
無
く
、
故

に
一
の
其
の
好
む
所
を
斯
に
於
い
て
得
、
之
を
好
む
こ
と
已
に
篤
け
れ
ば
、
則

ち
力
は
未
だ
足
ら
ざ
る
と
雖
も
、
猶
ほ
能
く
之
を
致
す
。
故
に
上
は
周
穆
王
よ

り
以
来
、
下
は
秦
・
漢
・
隋
・
唐
・
五
代
を
更
て
、
外
は
四
海
九
州
、
名
山
大

澤
、
窮
崖
絶
谷
、
荒
林
破
塚
、
神
仙
鬼
物
、
詭
怪
の
傳
ふ
る
所
に
至
る
に
、
皆

な
有
ら
ざ
る
莫
く
、
以
て
『
集
古
録
』
を
爲
る
。
以
謂
ら
く
轉
寫
す
れ
ば
真
を

失
は
ん
と
、
故
に
其
の
石
本
に
因
り
、
軸
し
て
之
を
藏
す
。
巻
帙
の
次
第
有
れ

ど
も
時
世
の
先
後
無
し
、
蓋
し
其
の
取
る
こ
と
多
く
し
て
未
だ
已
ま
ざ
れ
ば
、

故
に
其
の
得
る
所
に
隨
ひ
て
之
を
録
す
。
又
た
以
謂
ら
く
聚
ま
る
こ
と
多
け
れ

ば
終
に
必
ず
散
ぜ
ん
と
、
乃
ち
其
の
大
要
を
撮
し
、
別
に
録
目
を
爲
り
、
因
り

て
并
せ
て
夫
の
其
の
史
傳
の
與
に
其
の
闕
繆
を
正
す
べ
き
者
を
載
せ
、
以
て
後

學
に
傳
へ
、
多
聞
に
益
せ
ん
こ
と
を
庶
ふ
。

こ
こ
で
歐
陽
脩
は
、
ま
ず
収
録
の
対
象
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
年

代
は
、
古
代
の
西
周
（
前
約
一
一
〇
〇
―
前
約
七
七
〇
）
穆
王
期
か
ら
秦
・
漢
・
隋
・

唐
を
へ
て
、
宋
人
か
ら
は
近
い
過
去
で
あ
る
五
代
（
九
〇
七
―
九
六
〇
）
ま
で
の
、

お
よ
そ
二
千
百
年
間
で
あ
り
、
ま
た
対
象
地
域
は
、
中
国
全
土
の
名
山
大
沢
、
窮
崖

絶
谷
等
か
ら
荒
れ
た
林
や
壊
れ
た
塚
ま
で
の
、
名
所
旧
跡
か
ら
名
も
無
い
叢
林
や
古

い
墓
ま
で
を
広
く
含
み
、
そ
の
中
に
は
神
仙
鬼
物
等
の
怪
し
げ
な
存
在
が
伝
え
た
と

さ
れ
る
も
の
ま
で
含
む
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
範
囲
は
特
定
の
時
代

や
地
域
に
限
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
歐
陽
脩
と
い
う
北
宋
中

期
の
ひ
と
り
の
知
識
人
に
可
能
な
限
り
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
限
り
を
設
け
ず

に
広
範
に
集
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
蒐
集
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
書
写
に
よ
り
本
来
の
姿
を
失
う
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
拓
本
を
軸
装
し
て
蔵
し
た
と
し
、
ま
た
作
品
の
収
録
順
は
、
年
代
順
で
は
な

く
入
手
順
と
し
て
い
る
。
し
か
し
現
行
本
の
テ
ク
ス
ト
は
各
資
料
を
ほ
ぼ
時
代
順
に
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編
集
し
て
い
る
た
め
、
「
目
序
」
の
記
述
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
歐
陽
脩
は
こ
の
『
集
古
録
跋
尾
』
の
編
集
目
的
に
つ
い
て
、
蒐
集
さ
れ
た

も
の
が
大
量
に
な
る
と
散
逸
の
恐
れ
が
生
じ
る
た
め
、
そ
の
大
要
を
採
っ
て
別
に
目

録
を
制
作
し
た
こ
と
と
、
史
書
の
記
述
の
欠
落
や
誤
り
を
訂
正
で
き
る
資
料
を
掲
載

す
る
こ
と
に
よ
り
史
学
の
研
究
に
益
す
る
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
が
、
実
際
の
記
述
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
を
、
い
く
つ
か
の
例
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
ひ
と
つ
め
の
例
と
し
て
、
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
四
所
収
の
「
南
齊
海
陵
王
墓

銘
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

右
「
南
齊
海
陵
王
墓
銘
」
、
長
兼
中
書
侍
郎
謝

�撰
。
海
陵
王
昭
文
者
、
文
惠

太
子
次
子
也
。
初
、
明
帝
鸞
既
廢
鬱
林
王
昭
業
、
而
立
昭
文
、
又
廢
爲
海
陵
王

而
殺
之
、
遂
自
立
。
按
「
謝

�傳
」、

�當
海
陵
王
時
爲
驃
騎
諮
議
、
領
記
室
、

又
掌
中
書
郎
、
後
遷
尚
書
吏
部
郎
。
此
誌
題
云
「
長
兼
中
書
侍
郎
」、
而
據
傳
、

�未
嘗
爲
中
書
侍
郎
、
史
之
闕
也
。
按
『
南
齊
書
』
、
劉
悛
爲
長
兼
侍
中
、
後

魏
臨
淮
王
彧
爲
長
兼
御
史
中
尉
、
『
南
・
北
史
』
多
有
此
名
、
蓋
當
時
兼
官
之

稱
、
如
唐
檢
校
官
之
類
也
。
嘉
祐
八
年
九
月
十
七
日
書
。

右
「
南
齊
海
陵
王
墓
銘
」、
長
兼
中
書
侍
郎
謝

�撰
。
海
陵
王
昭
文
な
る
者
は
、

文
惠
太
子
の
次
子
な
り
。
初
め
、
明
帝
鸞
既
に
鬱
林
王
昭
業
を
廢
し
、
而
し

て
昭
文
を
立
て
、
又
廢
し
て
海
陵
王
と
爲
し
而
し
て
之
を
殺
し
、
遂
に
自
ら
立

つ
。
「
謝

�傳
」
を
按
ず
る
に
、

�は
海
陵
王
の
時
に
當
り
て
驃
騎
諮
議
と
爲

り
、
記
室
を
領
し
、
ま
た
中
書
郎
を
掌
し
、
後
に
尚
書
吏
部
郎
に
遷
る
。
此
の

誌
の
題
に
「
長
兼
中
書
侍
郎
」
と
云
ふ
も
、
傳
に
據
る
に
、

�は
未
だ
嘗
て
中

書
侍
郎
と
爲
ら
ず
、
史
の
闕
な
り
。
『
南
齊
書
』
を
按
ず
る
に
、
劉
悛
は
長
兼

侍
中
と
爲
り
、
後
魏
の
臨
淮
王
彧
は
長
兼
御
史
中
尉
と
爲
り
、
『
南
・
北
史
』

に
多
く
此
の
名
有
り
、
蓋
し
當
時
の
兼
官
の
稱
に
し
て
、
唐
の
檢
校
官
の
類
の

如
く
な
ら
ん
。
嘉
祐
八
年
九
月
十
七
日
書
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
「
海
陵
王
」
が
文
惠
太
子
の
次
子
海
陵
王
昭
文
を
指
す
こ
と
を

考
証
し
、
さ
ら
に
、
明
帝
鸞
が
鬱
林
王
昭
業
を
廃
し
て
昭
文
を
立
て
、
さ
ら
に
こ
れ

を
廃
し
て
海
陵
王
と
し
て
こ
れ
を
殺
し
、
つ
い
に
は
自
分
が
即
位
し
た
と
い
う
経
緯

を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
撰
者
で
あ
る
謝

�の
「
長
兼
中
書
侍
郎
」
と
い
う

官
名
に
つ
い
て
検
討
し
、『
南
齊
書
』
巻
四
十
七
「
謝

�傳
」（
中
華
書
局
本
）
の
、

高
宗
輔
政
、
以

�爲
驃
騎
諮
議
、
領
記
室
、
掌
霸
府
文
筆
。
又
掌
中
書
詔
誥
、

除
祕
書
丞
、
未
拜
、
仍
轉
中
書
郎
。
出
爲
宣
城
太
守
、
以
選
復
爲
中
書
郎
。
建

武
四
年
、
出
爲
晉
安
王
鎮
北
諮
議
、
南
東
海
太
守
、
行
南
徐
州
事
。
啓
王
敬
則

反
謀
、
上
甚
賞
之
。
遷
尚
書
吏
部
郎
。

高
宗
輔
政
し
、

�を
以
て
驃
騎
諮
議
と
爲
し
、
記
室
を
領
せ
し
め
、
霸
府
文

筆
を
掌
ら
し
む
。
又
書
詔
誥
を
掌
り
、
祕
書
丞
に
除
せ
ら
れ
、
未
だ
拜
せ
ざ
る

に
、
仍
ち
中
書
郎
に
轉
ず
。
出
で
て
宣
城
太
守
と
爲
り
、
選
を
以
て
復
た
中
書

郎
と
爲
る
。
建
武
四
年
、
出
で
て
晉
安
王
鎮
北
諮
議
、
南
東
海
太
守
、
行
南
徐

州
事
と
爲
る
。
啓
王
敬
則
反
謀
す
る
に
、
上

甚
だ
之
を
賞
す
。
尚
書
吏
部

郎
に
遷
る
。

あ
る
い
は
『
南
史
』
巻
十
九
「
謝
裕
傳
」
附
弟
述
孫

�（
同
）
の
、

明
帝
輔
政
、
以
爲
驃
騎
諮
議
、
領
記
室
、
掌
霸
府
文
筆
。
又
掌
中
書
詔
誥
、
轉

中
書
郎
。
出
爲
晉
安
王
鎮
北
諮
議
、
南
東
海
太
守
、
行
南
徐
州
事
。
啓
王
敬
則

反
謀
、
上
甚
賞
之
、
遷
尚
書
吏
部
郎
。

明
帝
輔
政
し
、
以
て
驃
騎
諮
議
と
爲
し
、
記
室
を
領
せ
し
め
、
霸
府
文
筆
を

掌
ら
し
む
。
又
中
書
詔
誥
を
掌
し
、
中
書
郎
に
轉
ず
。
出
で
て
晉
安
王
鎮
北
諮

議
、
南
東
海
太
守
、
行
南
徐
州
事
と
爲
る
。
啓
王
敬
則
反
謀
す
る
に
、
上
甚

だ
之
を
賞
し
、
尚
書
吏
部
郎
に
遷
す
。
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と
い
う
記
述
に
拠
り
つ
つ
、
海
陵
王
の
時
代
に
お
け
る
、
謝

�の
驃
騎
諮
議
か
ら
尚

書
吏
部
郎
に
至
る
官
歴
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
墓
誌
銘
の
題
に
は

「
長
兼
中
書
侍
郎
」
と
あ
る
が
、
伝
で
は

�は
ま
だ
中
書
侍
郎
と
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
史
書
の
誤
り
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
長
兼
」
と
い
う
官
名
に
つ
い
て
、『
南
齊
書
』（
巻
三
十
七
「
劉
悛
傳
」）

に
劉
悛
が
長
兼
侍
中
と
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
、
後
魏
の
臨
淮
王
彧
が
長

兼
御
史
中
尉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（『
魏
書
』
巻
十
八
「
臨
淮
王
譚
傳
附
子
彧
」（
同
））

を
挙
げ
、
こ
の
官
名
は
『
南
史
』・『
北
史
』
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
唐
代
の
檢

校
官
の
よ
う
な
、
当
時
の
兼
官
の
称
号
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
例
で
は
、
碑
文
中
に
あ
る
意
味
の
不
明
な
語
句
に
つ
い
て
、
史
書
を
参
照
し

て
考
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
碑
文
中
の
記
載
内
容
に
よ
っ

て
史
書
の
記
述
を
補
お
う
と
す
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。
例
と
し
て
「
唐
呉
廣
碑
」

總
章
二
年
（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
五
）
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

右
「
呉
廣
碑
」
、
不
著
書
撰
人
名
氏
、
而
字
畫
精
勁
可
喜
。
廣
字
黒
闥
、
唐
初

與
程
知
節
・
秦
叔
寶
等
倶
從
太
宗
征
伐
、
後
與
殺
建
成
有
功
。
至
髙
宗
時
、
爲

洪
州
都
督
以
卒
。
然
『
唐
書
』
不
見
其
名
氏
、
惟
『
會
要
』
列
陪
葬
昭
陵
人
、

有
洪
州
刺
史
呉
黒
闥
、
亦
不
知
其
名
廣
也
。
其
名
字
事
蹟
、
幸
見
於
後
世
者
、

以
有
斯
碑
也
。
碑
字
稍
摩
滅
、
世
亦
罕
見
、
獨
余
『
集
録
』
得
之
、
遂
以
傳
者
、

以
其
筆
畫
之
工
也
。
故
余
嘗
爲
蔡
君
謨
言
、
書
雖
學
者
之
餘
事
、
而
有
助
於
金

石
之
傳
者
、
以
此
也
。
治
平
元
年
八
月
八
日
書
。

右
「
呉
廣
碑
」
、
書
撰
人
の
名
氏
を
著
さ
ず
。
而
る
に
字
畫
は
精
勁
に
し
て
喜

ぶ
べ
し
。
廣
字
は
黒
闥
、
唐
初
に
程
知
節
・
秦
叔
寶
等
と
倶
に
太
宗
の
征
伐

に
從
ひ
、
後
に
建
成
を
殺
す
に
與
て
功
有
り
。
高
宗
の
時
に
至
り
、
洪
州
都
督

と
爲
り
て
以
て
卒
す
。
然
る
に
『
唐
書
』
に
其
の
名
氏
を
見
ず
、
惟
だ
『
會
要
』

に
列
な
り
て
昭
陵
に
葬
る
に
陪
す
る
人
に
、
洪
州
刺
史
呉
黒
闥
と
有
る
の
み
に

し
て
、
亦
其
の
名
の
廣
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
名
字
と
事
蹟
の
、
幸

ひ
に
し
て
後
世
に
見
は
る
る
は
、
斯
の
碑
有
る
を
以
て
な
り
。
碑
の
字
は
稍
や

摩
滅
し
、
世
に
亦
見
る
こ
と
罕
に
し
て
、
獨
り
余
の
『
集
録
』
の
之
を
得
る

の
み
、
遂
に
以
て
傳
ふ
る
は
、
其
の
筆
畫
の
工
み
な
る
を
以
て
な
り
。
故
に
余

の
嘗
て
蔡
君
謨
の
爲
に
言
ひ
て
、
書
は
學
者
の
餘
事
な
り
と
雖
も
、
金
石
の
傳

に
助
く
る
者
有
り
と
す
る
は
、
此
を
以
て
な
り
。
治
平
元
年
八
月
八
日
書
。

こ
の
碑
文
が
取
り
あ
げ
て
い
る
呉
廣
（
字
、
黒
闥
）
は
、
唐
初
に
程
知
節
・
秦
叔

寶
等
と
と
も
に
太
宗
の
征
伐
に
従
い
、
後
に
建
成
を
殺
す
に
あ
た
っ
て
功
績
を
立
て
、

高
宗
期
に
洪
州
都
督
在
任
中
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
歐
陽
脩
が
言
う
よ
う

に
、『

舊
唐
書
』
巻
六
十
八
、『

新
唐
書
』
巻
二
百
二
十
に
は
劉
黒
闥
と
あ
り
、
呉
廣

の
名
は
見
え
ず
、
『
唐
會
要
』
巻
二
十

一
（
中

華
書

局
本
）
に
、
昭
陵
で
の

大
葬
に

参
列
す
る
人
と
し
て
、
「
洪
州
刺
史
呉
黒
闥
」
と
あ
る
の
み
で
、
廣
が
そ
の
名
で
あ

る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
「
そ
の
名
字
と
事
蹟
と
が
、
幸
い
に
後

世
に
現
れ
た
の
は
、
こ
の
碑
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
の
例
は
、
書
法
の
資
料
と
す
る
た
め
の
金
石
文
が
、
史
書
の
記
述
を
訂
正
す

る
史
料
に
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、

末
尾
に
「
治
平
元
年

六
月
十

四
日
書
。
」
の
日

付
の
記
録
を
附
す
「
後

漢

太
尉
劉
寛
碑
」
同
前
（
中
平
二
年
）（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
二
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
「
漢
太
尉
劉
寛
碑
」。『

漢
書
』
有
傳
、
其
官
閥
始
卒
與
碑
多
同
、
而
傳
載
遷

官
次
序
頗
略
。
蓋
史
之
所
記
、
善
惡
大
事
、
官
次
雖
小
略
、
不
足
爲
失
、
惟
其

繆
誤
與
闕
其
大
節
、
不
可
不
正
。

右
「
漢
太
尉
劉
寛
碑
」。『

漢
書
』
に
傳
有
り
、
其
の
官
閥
始
卒
は
碑
と
同
じ
き

も
の
多
し
、
而
る
に
傳
は
遷
官
の
次
序
を
載
す
る
こ
と
頗
る
略 は
ぶけ
り
。
蓋
し
史

の
記
す
所
は
、
善
惡
大
事
に
し
て
、
官
次
は
小 や
や略
け
る
と
雖
も
、
失
と
爲
す
に
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足
ら
ず
、
惟
だ
其
の
繆
誤
と
其
の
大
節
を
闕
く
る
と
は
、
正
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

劉
寛
と
い
う
人
物
の
傳
は
、
『
後
漢
書
』
巻
二
十
五
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

引
用
部
分
の
後
で
は
碑
文
と
『
後
漢
書
』
の
具
体
的
な
記
述
を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
そ

の
異
同
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
碑
文
の
記
述
と
較
べ
て
、

史
書
の
伝
は
官
職
の
移
動
の
順
序
の
掲
載
が
か
な
り
簡
略
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。
歐
陽
脩
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
史
書
が
記
す
も
の
は
、
善
惡
と
大
き
な
出

来
事
で
あ
り
、
官
職
の
順
序
は
い
く
ら
か
簡
略
で
あ
っ
て
も
、
過
失
と
す
る
に
は
足

り
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
自
身
、
中
心
的
な
存
在
と
し
て
史
書
の
編
修

に
関
与
し
た
こ
と
の
あ
る
歐
陽
脩
が
、
金
石
碑
文
の
記
述
と
比
較
し
た
史
書
の
記
述

の
性
格
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
史
書
の
記
述

が
旨
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
詳
細
に
記
録
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
人
物
に
誤
り

や
人
と
し
て
守
る
べ
き
重
大
な
節
義
の
欠
落
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
史
書
の
編
纂
者
と
し
て
の
彼
の
姿
勢
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
歐
陽
脩
は
、
既
に
見
た
「
集
古
録
目
序
」
で
、
「
予
性

�而
嗜
古
、
凡
世

人
之
所
貪
者
皆
無
欲
於
其
間
、
故
得
一
其
所
好
於
斯
。」（
予
性

�に
し
て
古
を

嗜
み
、
凡
そ
世
人
の
貪
る
所
の
者
は
皆
な
其
の
間
に
欲
す
る
無
く
、
故
に
一
の
其
の

好
む
所
を
斯
に
於
い
て
得
。
）
と
、
自
ら
の
「
古
」
の
志
向
の
専
一
さ
に
つ
い
て
述

べ
て
い
た
が
、
各
々
の
跋
文
に
記
さ
れ
た
、
碑
文
に
対
し
て
進
め
ら
れ
る
彼
の
考
証

を
辿
っ
て
み
る
と
、
中
唐
期
の
韓

�等
が
「
古
」
に
彼
ら
の
時
代
に
お
い
て
は
実
現

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
儒
家
的
理
想
の
実
現
さ
れ
た
姿
を
求
め
、
こ
れ

に
憧
憬
を
寄
せ
た
の
と
は
異
な
り
、
歐
陽
脩
の
「
古
」
に
対
す
る
志
向
は
、
よ
り
精

確
な
歴
史
的
事
実
を
知
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
歴
史
家
と

し
て
の
関
心
か
ら
「
古
」
に
迫
ろ
う
と
す
る
傾
向
の
強
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

『
集
古
録
跋
尾
』
に
収
め
ら
れ
た
跋
文
に
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
例
に
つ
い
て

見
た
よ
う
に
、
金
石
碑
文
の
記
載
と
史
書
の
記
述
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
欠
を
相
補
う
こ
と
を
試
み
る
も
の
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
他
に
、

文
学
テ
ク
ス
ト
に
関
わ
る
考
証
を
行
う
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て

「
唐
韓

�盤
谷
詩
序
」
貞
元
中
（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
八
）
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

右
「
送
李
愿
歸
盤
谷
序
」
、
韓

�撰
。
盤
谷
在
孟
州
濟
源
縣
、
正
元
中
、
縣
令

刻
石
于
其
側
。
令
姓
崔
、
其
名
浹
、
今
已
摩
滅
。
其
後
書
云
「
昌
黎
韓

�、
知

名
士

也
」
。

當
時

退
之
官

尚
未

顯
、
其

道
未

爲
當
世
所

宗
師
、
故

但
云
「
知

名

士
也
」
。

然
當
時
送
愿
者

不
爲

少
、
而

獨
刻

此
序
、

蓋
其
文

章
已
重
於
時

也
。

以
余
家
集
本
校
之
、
或
小
不
同
、
疑
刻
石
誤
。
集
本
世
已
大
行
、
刻
石
乃
當
時

物
、
存
之
以
爲
佳
翫
爾
、
其
小
失
不
足
較
也
。

右
「
送
李
愿
歸
盤
谷
序
」、
韓

�撰
。
盤
谷
は
孟
州
濟
源
縣
に
在
り
、
正
元
中
、

縣
令
石
を
其
の
側
ら
に
刻
せ
し
む
。
令

姓
は
崔
、
其
の
名
は
浹
、
今

已

に
摩

滅
す
。
其
の
後
に
書
し
て

云
へ
ら
く
、
「

昌
黎
韓

�、
知

名
の

士
な
り
」

と
。
當
時

退
之
官
は
尚
ほ
未
だ
顯
は
れ
ず
、
其
の
道
は
未
だ
當
世
の
宗
師

と
す
る
所
と
爲
ら
ず
、
故
に
但
だ
「
知
名
の
士
な
り
」
と
云
ふ
の
み
。
然
る
に

當
時
愿
を
送
る
者

少
な
し
と
爲
さ
ず
、
而
る
に
獨
り
此
の
序
を
刻
す
の
み

な
る
は
、
蓋
し
其
の
文
章
の
已
に
時
に
於
い
て
重
ん
ぜ
ら
る
る
な
り
。
余
が
家

の
集
本
を
以
て
之
を
校
す
る
に
、
或
ひ
は
小 や
や

同
じ
か
ら
ず
、
疑
ふ
ら
く
は
刻

石
の
誤
り
な
ら
ん
。
集
本
世
に
已
に
大
ひ
に
行
は
れ
、
刻
石
は
乃
ち
當
時
の

物
に
し
て
、
之
を
存
し
て
以
て
佳
翫
と
爲
す
の
み
、
其
の
小
失
は
較
ぶ
る
に
足

ら
ざ
る
な
り
。

韓

�の
「
送
李
愿
歸
盤
谷
序
」
の
石
刻
に
附
さ
れ
た
跋
文
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
に

は
韓

�に
つ
い
て
「
知
名
の
士
な
り
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
韓

�が

栄
達
す
る
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
証
し
、
ま
た
、
多
く
の
人
が
李
愿
を
送
別
し
た
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に
も
関
わ
ら
ず
、
韓

�に
よ
る
序
の
み
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
す
で
に
韓

�

の
文
章
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
世
に
已

に
大
ひ
に
行
は
れ
」
て
い
る
「
余
が
家
の
集
本
」
を
用
い
て
異
同
を
校
勘
し
、
そ
の

結
果
石
刻
の
記
載
を
誤
り
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
集
本
こ
そ
、
「
記
舊
本

韓
文
後
」
（
居
士
外
集
巻
二
十
三
）
に
記
さ
れ
た
、
歐
陽
脩
が
少
年
時
代
に
友
人
の

家
で
手
に
入
れ
、
そ
の
後
校
勘
を
重
ね
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
跋
尾
の
記
述
か

ら
も
、
彼
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
質
に
大
き
な
自
信
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、「
晉
樂
毅
論
」
永
和
四
年
（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
四
）
で
は
、
テ
ク
ス
ト
の

校
勘
と
関
わ
っ
て
、
金
石
碑
文
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

右
「
晉
樂
毅
論
」
、
石
在
故
髙
紳
學
士
家
。
紳
死
、
家
人
初
不
知
惜
、
好
事
者

往
往
就
閲
、
或
模
傳
其
本
、
其
家
遂
祕
藏
之
、
漸
爲
難
得
。
後
其
子
弟
以
其
石

質
錢
於
富
人
、
而
富
人
家
失
火
、
遂
焚
其
石
、
今
無
復
有
本
矣
、
益
爲
可
惜
也
。

後
有
「
甚
妙
」
二
字
、
吾
亡
友
聖
兪
書
也
。
論
與
『
文
選
』
所
載
時
時
不
同
、

考
其
文
理
、
此
本
爲
是
、
惜
其
不
完
也
。

右
「
晉
樂
毅
論
」
、
石
は
故
髙
紳
學
士
の
家
に
在
り
。
紳
死
し
、
家
人
初
め
惜

し
む
を
知
ら
ず
、
好
事
者
往
往
に
し
て
就
き
て
閲
し
、
或
ひ
は
模
し
て
其
の

本
を
傳
ふ
る
に
、
其
の
家
遂
に
之
を
祕
藏
し
、
漸
く
得
る
こ
と
難
き
を
爲
す
。

後
其
の
子
弟
其
の
石
を
以
て
錢
を
富
人
に
質
し
、
而
し
て
富
人
の
家
失
火

し
、
遂
に
其
の
石
を
焚
き
、
今
復
た
本
有
る
こ
と
無
し
、
益
惜
し
む
べ
し
と

爲
す
な
り
。
後
に
「
甚
妙
」
二
字
有
り
、
吾
が
亡
友
聖
兪
の
書
な
り
。
論
は

『
文
選
』
の
載
す
る
所
と
時
時
同
じ
か
ら
ず
、
其
の
文
理
を
考
ふ
る
に
、
此
の

本
是
爲
り
、
其
の
完
か
ら
ざ
る
を
惜
し
む
な
り
。

故
髙
紳
學
士
の
家
に
あ
っ
た
「
樂
毅
論
」
の
刻
石
は
、
紳
の
没
後
、
家
族
が
そ
の

重
要
性
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
好
事
家
が
ほ
し
い
ま
ま
に
模
写
し
そ
の
テ

ク
ス
ト
を
伝
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
後
に
、
紳
の
遺
族
が
こ
の
碑
を
祕
藏
す
る

よ
う
に
な
り
、
次
第
に
入
手
し
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
の
遺
族
が
そ
の

石
を
質
に
金
を
借
り
、
金
を
貸
し
た
家
が
火
事
に
な
っ
て
そ
の
石
が
焼
け
、
原
本
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
子

孫
の
不
理
解
や
経
済
的
困
窮
に
よ
っ
て
古
い
石
刻
が
次
第
に
人
手
に
渡
り
、
失
わ
れ

て
い
っ
た
状
況
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

二
『
集
古
録
』
を
め
ぐ
る
人
々

前
章
で
は
、
歐
陽
脩
が
金
石
を
蒐
集
し
た
目
的
で
あ
る
、
史
書
の
記
述
を
考
証
し

て
よ
り
精
確
な
史
実
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
を
、
『
集
古
録
跋
尾
』
の
記
述
を
資
料
と
し
て
検
討
し
た
。
同
書
の
内
容
は
、
こ

の
よ
う
に
彼
の
歴
史
お
よ
び
文
学
テ
ク
ス
ト
、
ま
た
書
法
研
究
の
成
果
の
記
録
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
著
作
に
は
、
単
な
る
考
証
の
記

録
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
書
の
記
述
が
、
し

ば
し
ば
彼
の
生
涯
の
様
々
な
時
期
の
回
想
を
含
み
、
そ
の
な
か
に
は
友
人
た
ち
と
の

交
遊
を
回
想
す
る
記
事
が
多
く
含
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
記
述
の
中
で
友
人
た
ち

に
対
す
る
彼
の

思
い
が

綴
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
本
章
で
は
、
『
集
古

録
跋
尾
』
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
側
面
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
歐
陽
脩
の
金
石
蒐
集
と
『
集
古
録
』
の
編
集
は
、
決
し
て
彼
一
人
だ
け

で
行
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
次
の
「
古

敦
銘
」

毛
伯

敦
（
『
集
古
録

跋
尾
』
巻
一
）
か
ら
も
、
そ
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

右
「

毛
伯
古

敦
銘
」
、

嘉
祐

中
、
原

父
以

翰
林

侍
讀
學
士
、

出
爲
永
興

軍
路

安

撫
使
。
其
治
在
長
安
、
原
父
博
學
好
古
、
多
藏
古
奇
器
物
、
能
讀
古
文
銘
識
、

考
知
其
人
事
蹟
。
而
長
安
秦
漢
故
都
、
時
時
發
掘
所
得
、
原
父
悉
購
而
藏
之
。

以
予
方
集
録
古
文
、
故
毎
有
所
得
、
必
模
其
銘
文
以
見
遺
。
此
敦
、
原
父
得
其
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蓋
於
扶
風
而
有
此
銘
。
原
父
爲
予
考
按
其
事
、
云
、「『
史
記
』
武
王
克
商
、
尚

父
牽
牲
、
毛
叔
鄭
奉
明
水
。
則
此
銘
謂
鄭
者
、
毛
叔
鄭
也
。
銘
稱
伯
者
、
爵
也
。

史
稱
叔
者
、
字
也
。
敦
、
乃
武
王
時
器
也
。
」
蓋
余
集
録
最
後
得
此
銘
、
當
作

録
目
序
時
、
但
有
伯
冏
銘
。「
吉
日
癸
巳
」
字
最
遠
、
故
叙
言
自
周
穆
王
以
來
。

叙
已
刻
石
、
始
得
斯
銘
、
乃
武
王
時
器
也
。
其
後
二
銘
、
一
得

�
�、

曰
、

「

�伯
尊
彝
」。
其
一
亦
得
扶
風
、
曰
、「
伯
庶
父
作
舟
姜
尊
敦
」、
皆
不
知
爲
何

人
也
。
三
器
銘
文
、
皆
完
可
識
。
具
列
如
左
。

右
「
毛
伯
古
敦
銘
」
、
嘉
祐
中
、
原
父

翰
林
侍
讀
學
士
を
以
て
、
出
で
て
永

興
軍
路
安
撫
使
と
爲
る
。
其
の
治
は
長
安
に
在
り
、
原
父
は
博
學
好
古
に
し
て
、

多
く
古
奇
器
物
を
藏
し
、
能
く
古
文
銘
識
を
讀
み
、
考
し
て
其
の
人
の
事
蹟
を

知
る
。
而
も
長
安
は
秦
漢
の
故
都
に
し
て
、
時
時
に
發
掘
し
て
得
る
所
、
原
父

悉
く
購
ひ
て
之
を
藏
す
。
予
の
方
に
古
文
を
集
録
す
る
を
以
て
、
故
に
毎
に
得

る
所
有
れ
ば
、
必
ず
其
の
銘
文
を
模
し
て
以
て
遺
ら
る
。
此
の
敦
は
、
原
父

其
の
蓋
を
扶
風
に
於
い
て
得
る
に
此
の
銘
有
り
。
原
父
は
予
が
爲
に
其
の
事
を

考
按
し
て
、
云
へ
ら
く
、「『
史
記
』
に
武
王
商
に
克
つ
に
、
尚
父
牲
を
牽

し
、
毛
叔
鄭
明
水
を
奉
る
と
。
則
ち
此
の
銘
の
鄭
と
謂
ふ
と
こ
ろ
の
者
は
、

毛
叔
鄭
な
り
。
銘
の
伯
と
稱
す
る
と
こ
ろ
の
者
は
、
爵
な
り
。
史
の
叔
と
稱
す

る
と
こ
ろ
の
者
は
、
字
な
り
。
敦
は
、
乃
ち
武
王
の
時
の
器
な
り
」
と
。
蓋
し

余
集
録
し
て
最
も
後
に
此
の
銘
を
得
、
録
目
の
序
を
作
る
時
に
當
た
り
て
は
、

但
だ
伯
冏
銘
有
る
の
み
。
「
吉
日
癸
巳
」
の
字

最
も
遠
く
、
故
に
叙
し
て
周

穆
王
よ
り
以
來
と
言
ふ
。
叙
已
に
石
に
刻
み
て
、
始
め
て
斯
の
銘
を
得
る
に
、

乃
ち
武
王
の
時
の
器
な
り
。
其
の
後
の
二
銘
は
、
一
は

�
�に

得
、
「

�伯
尊

彝
」
と
曰
ふ
。
其
の
一
は
亦
扶
風
に
得
、「
伯
庶
父
作
舟
姜
尊
敦
」
と
曰
ひ
、

皆
何
人
爲
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
三
器
の
銘
文
は
、
皆
完
く
し
て
識
る
べ

し
。
具
さ
に
列
ぬ
る
に
左
の
如
し
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
毛
伯
敦
銘
」
は
、
嘉
祐
年
間
（
一
〇
五
六
―
一
〇
六
三
）
に

長
安
（
現
陝
西
省
西
安
市
）
に
在
任
し
て
い
た
劉
敞
（
字
、
原
父
。
原
甫
と
も
書
く
。

一
〇
一
九
―
一
〇
六
八
）
が
、
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
銘
文
を
模
写
し
て
贈
っ

て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
劉
敞
は
歐
陽
脩
が
古
文
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
を

既
に
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
古
文
に
精
通
し
て
い
る
劉
敞
は
、
さ
ら
に
『
史
記
』

（
巻
四
「
周
本
紀
」）
の
記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
銘
文
が
武
王
の
時
の
も
の
で
は
な

い
か
と
考
証
し
て
い
る
。
歐
陽
脩
は
、
こ
の
「
毛
伯
敦
銘
」
を
入
手
し
た
の
は
「
集

古
録
目
序
」
を
書
き
終
え
て
石
刻
し
た
後
で
あ
り
、
こ
れ
が
周
穆
王
期
の
「
伯
冏
銘
」

よ
り
も
一
層
古
い
武
王
期
の
遺
物
で
あ
る
た
め
、
「
序
」
の
「
上
自
周
穆
王
以
來
」

と
い
う
記
述
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
た
と
述
べ
て
い
る
。

劉
敞
は
、
こ
の
他
に
も
『
集
古
録
跋
尾
』
の
な
か
で
、
金
石
へ
の
関
心
を
共
有
し
、

そ
の
蒐
集
に
協
力
し
て
く
れ
る
友
人
と
し
て
何
度
も
登
場
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
韓

城
鼎
銘
」
（
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
一
）
で
は
、
劉
敞
が

韓
城
で
入
手
し
た

鼎
の
銘

文
を
歐
陽
脩
に
贈
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
古
文

篆
籀
を

解
す
る

太
常
博
士
の

楊
南

仲

（
伝
未
詳
。）
が
今
文
で
書
き
な
お
し
、
そ
の
な
か
に
あ
る
両
者
の
解
釈
が
異
な
る
部

分
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
が
こ
の
文
章
で
解
釈
を
併
記
し
、
諸
家
の
意
見
を
求
め
て
い

る
。
ま
た
こ
の
文
章
の
な
か
で
は
、
劉
敞
が
、
長
安
で
入
手
し
た
古
代
の
珍
し
い
器

物
數

十
種
に
つ
い
て
、
『

先
秦
古
器
記
』
（
既

佚
。
『

公
是
集
』
巻
三

十
六
に
「

先
秦

古
器
記
」
一
篇
を
収
め
る
。）
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

文
字
に
通
じ
た
人
物
と
し
て
は
、
他
に
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
蔡
襄
（
一
〇

一
二
―
一
〇
六
七
）
の
名
が
何
度
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
次
に
示
す
「
叔

髙
父

�
�銘

」
（
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
一
）
に
は
、
劉
敞

・
蔡

襄
に
よ
る
識

語
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
歐
陽
脩
の
跋
文
を
示
し
、
彼
ら
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

た
金
石
の
銘
文
を
巡
る
意
見
が
、
歐
陽
脩
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
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右
「
煮

�銘
」
曰
、「
叔
髙
父
作

�
�、

其
萬
年
、
子
子
孫
孫
永
寶
用
。」
原
父

在
長
安
、
得
此

�於
扶
風
。
原
甫
曰
、
「

�容
四
升
、
其
形
外
方
内
圓
而
小

�

之
。
似
龜
、
有
首
有
尾
有
足
有
甲
有
腹
。
」
今
禮
家
作

�、
亦
外
方
内
圓
、
而

其
形
如
桶
。
但
於
其
蓋
刻
爲
龜
形
、
與
原
甫
所
得
真
古

�不
同
。
君
謨
以
謂
、

「
禮
家
傳
其
説
、
不
見
其
形
制
、
故
名
存
實
亡
。」
原
甫
所
見
、
可
以
正
其
繆
也
。

故
并
録
之
、
以
見
君
子
之
於
學
、
貴
乎
多
見
而
博
聞
也
。
治
平
元
年
六
月
二
十

日
書
。

右
「
煮

�銘
」
に
曰
く
、
「
叔
髙
父

�
�を

作
る
、
其
れ
萬
年
に
し
て
、
子

子
孫
孫
永
く
寶
用
せ
ん
」
と
。
原
父
長
安
に
在
り
、
此
の

�を
扶
風
に
得
。

原
甫
曰
く
、
「

�は
四
升
を
容
れ
、
其
の
形
は
外
方
内
圓
に
し
て
小
さ
く
し
て

之
を

�に
す
。
龜
に
似
、
首
有
り
尾
有
り
足
有
り
甲
有
り
腹
有
り
」
と
。
今

禮
家
の

�と
作
す
は
、
亦
外
方
内
圓
に
し
て
、
其
の
形
は
桶
の
如
し
。
但
だ

其
の
蓋
に
於
い
て
刻
み
て
龜
形
を
爲
し
、
原
甫
の
得
る
所
の
真
の
古

�と
同
じ

か
ら
ざ
る
の
み
。
君
謨

以
て
謂
へ
ら
く
、
「
禮
家
は
其
の
説
を
傳
へ
、
其
の

形
制
を
見
ず
、
故
に
名
は
存
し
實
は
亡
ぶ
」
と
。
原
甫
の
見
る
所
は
、
以
て
其

の
繆
り
を
正
す
べ
き
な
り
。
故
に
并
せ
て
之
を
録
し
、
以
て
君
子
の
學
に
於
い

て
、
多
見
に
し
て
博
聞
な
る
を
貴
べ
る
を
見
は
す
な
り
。
治
平
元
年
六
月
二
十

日
書
。

長
安
滞
在
中
に
扶
風
（
現
陝
西
省
咸
陽
県
東
）
で
入
手
し
た

�

き

の
銘
文
に
つ
い
て
、

劉
敞
は
「

�に
は
四
升
が
入
り
、
外
側
は
方
形
、
内
側
は
円
形
で
小
さ
く
「

�」

（
磚
。
糸
巻
き
状
の
形
状
か
。）
に
な
っ
て
い
る
。
亀
に
似
て
、
首
・
尾
・
足
・
甲
・

腹
が
あ
る
」
と
述
べ
た
が
、
彼
ら
の
同
時
代
の
礼
の
研
究
家
が

�と
し
て
い
る
も
の

は
、
や
は
り
外
は
方
形
・
内
は
円
形
で
、
そ
の
形
は
桶
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
蓋
を
亀

の
形
に
刻
ん
で
お
り
、
劉
敞
が
入
手
し
た
本
物
の
古
い

�と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
に
対
し
て
蔡
襄
は
、
礼
の
研
究
家
は
そ
の
説
を
伝
え
て
も
、
そ
の
形
状
を

実
見
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
名
称
は
存
在
し
て
も
実
物
は
す
で
に
亡
び
て
い
る
の

だ
か
ら
、
劉
敞
が
入
手
し
た
現
物
に
よ
っ
て
そ
の
誤
り
を
正
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
歐
陽
脩
は
、
両
者
の
意
見
を
あ
わ
せ
て
記
録
し
、
君
子
の
学
問
に
お
い

て
は
見
聞
の
該
博
さ
が
貴
ば
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
、
と
記
し
て

い
る
。
多
く
の
友
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
金
石
の
蒐
集
と
考
証
を
進
め
て
い
く
な
か

で
は
、
必
ず
し
も
い
つ
も
意
見
が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
際
に
、

ど
れ
か
一
つ
の
意
見
に
集
約
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
説
を
併

記
し
て
後
世
の
人
の
判
断
を
待
つ
と
い
う
歐
陽
脩
の
方
法
を
、
こ
こ
に
は
見
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
劉
敞
に
よ
る
銘
文
の
提
供
と
解
釈
の
後
、
蔡
襄
が
考
証

に
加
わ
る
と
い
う
形
は
、
こ
の
他
に
「
商

�鼎
銘
」
眞
蹟
（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
一
）

に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

歐
陽
脩
が
金
石
蒐
集
に
お
い
て
、
劉
敞
を
は
じ
め
と
す
る
友
人
た
ち
の
助
力
を
得

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
顧
永
新
氏
「
『
集
古
録
』
名
實
・
纂
集
考
」
第

二
節
「
『
集
古
録
』
纂
集
考
」
（
『
歐
陽
脩
學
術
研
究
』
第
十
一
章

中
國
典
籍
與
文

化
研
究
叢
書
第
一
輯
人
民
文
學
出
版
社
二
〇
〇
三
年
）
二
百
九
十
二
頁
で
、

「
歐
陽
脩
《
集
古
録
》
的
完
成
是
和
朋
友
們
的
多
方
幇
助
分
不
開
的
、
得
利
于
很
多

人
的
解

�相
贈
。」（
歐
陽
脩
の
『
集
古
録
』
の
完
成
は
、
友
人
た
ち
の
多
方
面
に
わ

た
る
協
力
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
数
多
く
の
人
た
ち
か
ら
贈

ら
れ
た
も
の
に
多
く
を
得
て
い
る
。）
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
劉
德
清
氏
も
、「
歐
陽
脩

的
史
學

著
述
」
（
劉
德
清

著
・

郭
預

衡
審

訂
『
歐
陽
脩

論
稿
』
第
六
章

北
京

師
範

大
學
出
版
社
一
九
九
一
年
）
の
第
四
節
「
歐
陽
脩
的
其
它
史
學
著
述
」
一
、
《
集

古
録
》
百

八
十

八
頁
に
お
い
て
、
「
歐
陽
脩
集
録
金
石
文

字
、

除
了

自
己
多
方

捜
求

之
外
、
還
依
靠
朋
友
的
多
方
幇
助
。」（
歐
陽
脩
は
金
石
文
字
の
集
録
に
お
い
て
、
自

ら
探
し

求
め
る
以
外
に
友
人
の
協
力
に

頼
っ
て
い
た
。
）
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の

具
体

例
と
し
て
、
本
章
で
既
に
見
た
劉
敞
が
嘉

祐
六
年
の
長
安
在
任
中
に
出

土
文
物
を
歐
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陽
脩
に
送
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
を
挙
げ
、
ま
た
そ
の
他
に
蘇
軾
（
一
〇

三
六
―
一
一
〇
一
）、
江
休
復
（
一
〇
〇
五
―
一
〇
六
〇
）、
施
昌
言
（
？
―
一
〇
六

四
）、
王
堯
夫
（
王
質
（
一
〇
〇
一
―
一
〇
四
五
）
の
誤
り
か
。）
と
い
っ
た
人
々
か

ら
金
石
を
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

劉
氏
が
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
以
外
の
提
供
者
と
し
て
は
、
「
秦
度
量
銘
」

（
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
一
）
の
、
祕
閣
校
理
の
文
同
（
一
〇
一
八
―
一
〇
七
九
）
、
集

賢
校
理
の
陸
經
（
生
卒
年
未
詳
。
慶
暦
元
年
（
一
〇
四
一
）
爲
集
賢
校
理
（
『
續
資

治
通
鑑
長
編
』
巻
一
百
三
十
四
））
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
秦
度
量
銘
」

で
は
、
彼
ら
が
所
蔵
し
て
い
た
古
器
と
比
較
し
て
考
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
銘

文
を
複
数
の
器
物
に
刻
む
習
慣
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。

金
石
学
の
成
果
の
う
ち
現
存
す
る
最
初
期
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
『
集
古
録
』

の
編
集
は
、
歐
陽
脩
の
学
術
に
お
け
る
志
向
の
独
自
性
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
ま
た
そ
の
功
績
は
著
作
者
で
あ
る
歐
陽
脩
一
人
に
帰
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ

う
が
、
本
章
で
見
た
い
く
つ
か
の
資
料
の
内
容
は
、
劉
德
清
氏
・
顧
永
新
氏
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
周
囲
に
金
石
文
に
関
心
を
持
っ
て
そ
の
蒐
集
や
考
証
を

行
う
多
く
の
友
人
た
ち
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
歐
陽
脩
の
金
石
文

の
蒐
集
と
考
証
、
及
び
『
集
古
録
』
の
編
集
は
、
彼
ら
と
の
繋
が
り
の
な
か
で
、
そ

の
協
力
を
得
て
生
み
出
さ
れ
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
金
石
と
人
の
有
限
性

こ
の
よ
う
に
、
歐
陽
脩
の
『
集
古
録
跋
尾
』
は
、
彼
の
周
囲
に
い
た
金
石
を
愛
好

し
そ
の
収
集
や
考
証
を
行
っ
た
多
く
の
友
人
た
ち
と
の
繋
が
り
の
中
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
友
人
た
ち
と
の
協
力
の
一
例

で
あ
る
、
巻
一
所
収
の
「
前
漢
二
器
銘
」
（
林
華
宮
行
鐙 マ
マ

一
、
歳
月
見
本
文
（
五
鳳

二
年
）
蓮
勺
宮
博
山
爐
一
）
は
、
歐
陽
脩
の
金
石
収
集
に
協
力
し
た
友
人
、
劉
敞

（
字
原
父
）
と
裴
煜
（
字
如
晦
生
卒
年
未
詳
。
慶
暦
六
年
省
元
（『
宋
詩
紀
事
』
巻

十
六
）。
嘉
祐
七
年
（
一
〇
六
二
）
爲
太
常
博
士
、
秘
閣
校
理
（『
續
資
治
通
鑑
長
編
』

巻
一
百
九
十
七
）。）
の
書
簡
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
そ
の
後
へ
歐
陽
脩
の
跋
文
を
付

す
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
制
限
も
あ
る
の
で
、
後
者
の
、
裴

煜
の
書
簡
に
添
え
ら
れ
た
歐
陽
脩
の
跋
文
の
み
を
次
に
掲
げ
た
い
。

後
三
年
、
余
出
守
亳
社
、
而
裴
如
晦
以
疾
卒
于
京
師
。
明
年
、
原
甫
卒
于
南
都
。

二
人
皆
年
壯
氣
盛
、
相
次
以
歿
、
而
余
獨

�然
而
存
也
。
煕
寧
壬
子
四
月
。

後
三
年
、
余
出
で
て
亳
社
に
守
た
り
、
而
し
て
裴
如
晦

疾
を
以
て
京
師
に
卒

す
。
明
年
、
原
甫

南
都
に
卒
す
。
二
人
皆
年
壯
に
し
て
氣
盛
ん
な
る
に
、
相

ひ
次
ぎ
て
以
て
歿
し
、
而
し
て
余
獨
り

�然
と
し
て
存
す
る
の
み
な
り
。
煕
寧

壬
子
四
月
。

末
尾
に
「
治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）
十
二
月
十
四
日
」
の
日
付
を
持
つ
裴
煜
の
書

簡
を
受
け
取
っ
て
か
ら
三
年
が
経
ち
、
歐
陽
脩
が
知
亳
州
（
現
安
徽
省
亳
県
）
の
任

に
あ
っ
た
頃
、
裴
煜
が
亡
く
な
り
、
翌
年
に
は
劉
敞
も
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
歐
陽

脩
は
、
壮
年
で
と
て
も
元
気
だ
っ
た
二
人
の
相
次
ぐ
死
に
衝
撃
を
受
け
、
自
分
一
人

だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
そ
び
え
る
山
の
よ
う
に
生
き
残
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
長
期

間
に
渡
っ
た
金
石
蒐
集
の
間
に
、
力
を
貸
し
て
く
れ
た
友
人
た
ち
が
次
第
に
世
を
去
っ

て
行
く
、
こ
の
こ
と
は
歐
陽
脩
に
特
別
の

感
慨
を
抱
か
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

金
石
を
め
ぐ
る
仲
間
た
ち
と
の
交
遊
を

懐
か
し
み
、
現
在
の
自
分
の
孤
独
を
歎
く

表
現
は
、
こ
の
『
集
古
録
跋
尾
』
の
な
か
に
他
に
も
散
見
し
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
唐
韓
覃
幽
林
思
」
武
后
時
（
巻
六
）
で
は
、
か
つ
て
の
仲
間
た
ち
を
回
想

し
て
い
る
。

右
「

幽
林

思
」
、

廬
山
林

藪
人

韓
覃

撰
。
余
爲

西
京

留
守
推

官
時
、

因
遊

嵩
山

得
此
詩
、
愛
其
辭
翰
皆
不
俗
。
後
十
餘
年
、
始
集
古
金
石
之
文
、
發
篋
得
之
、

湯浅陽子 『集古録』をめぐる人々
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不
勝
其
喜
。余
在
洛
陽
、
凡
再
登
嵩
嶽
。
其
始
往
也
、
與
梅
聖
兪
・
楊
子
聰
倶
。

其
再
往
也
、
與
謝
希
深
・
尹
師
魯
・
王
幾
道
・
楊
子
聰
倶
。
當
發
篋
見
此
詩
以

入
集
時
、
謝
希
深
・
楊
子
聰
已
死
。
其
後
師
魯
・
幾
道
・
聖
兪
相
繼
皆
死
。
蓋

遊
嵩
在
天
聖
十
年
、
是
歳
改
元
明
道
、
余
時
年
二
十
六
、
距
今
嘉
祐
八
年
蓋
三

十
一
年
矣
。
遊
嵩
六
人
、
獨
余
在
尓
、
感
物
追
往
、
不
勝
愴
然
。
六
月
旬
休
日

書
。

右
「
幽
林
思
」、
廬
山
林
藪
の
人
韓
覃
撰
。
余
西
京
留
守
推
官
爲
り
し
時
、

嵩
山
に
遊
ぶ
に
因
み
て
此
の
詩
を
得
、
其
の
辭
翰
の
皆
俗
な
ら
ざ
る
を
愛
す
。

後
十
餘
年
、
始
め
て
古
の
金
石
の
文
を
集
め
、
篋
を
發
し
て
之
を
得
、
其
の
喜

び
に
勝
へ
ず
。
余
洛
陽
に
在
り
て
、
凡
そ
再
び
嵩
嶽
に
登
る
。
其
の
始
め
て

往
く
や
、
梅
聖
兪
・
楊
子
聰
と
倶
に
す
。
其
の
再
び
往
く
や
、
謝
希
深
・
尹
師

魯
・
王
幾
道
・
楊
子
聰
と
倶
に
す
。
篋
を
發
し
て
此
の
詩
を
見
て
以
て
集
に
入

れ
ん
と
す
る
時
に
當
た
り
て
、
謝
希
深
・
楊
子
聰
已
に
死
す
。
其
の
後
師
魯
・

幾
道
・
聖
兪
相
ひ
繼
ぎ
て
皆
死
す
。
蓋
し
嵩
に
遊
ぶ
は
天
聖
十
年
に
在
り
、

是
の
歳
明
道
と
改
元
し
、
余
時
に
年
二
十
六
な
り
、
今
の
嘉
祐
八
年
に
距

つ
る
こ
と
蓋
し
三
十
一
年
な
ら
ん
。
嵩
に
遊
び
し
六
人
、
獨
り
余
在
る
の
み
、

物
に
感
じ
往
け
る
を
追
ひ
、
愴
然
た
る
に
勝
へ
ず
。
六
月
旬
休
日
書
。

歐
陽
脩
が
初
め
て
の
任
官
で
西
京
留
守
推
官
に
在
任
し
て
い
た
の
は
、
天
聖
九
年

（
一
〇
三
一
）
か
ら
景
祐
元
年
（
一
〇
三
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
嵩
山
へ
遊
山

に
出
か
け
た
際
に
こ
の
詩
を
入
手
し
、
そ
の
言
葉
遣
い
と
筆
跡
の
脱
俗
性
を
愛
で
た

が
、
そ
の
後
十
年
余
り
し
て
、
古
の
金
石
の
文
を
集
め
は
じ
め
た
頃
、
箱
を
開
い
て

こ
れ
を
見
つ
け
、
喜
び
に
た
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
続
い
て
、
洛
陽
在
任
中

に
行
っ
た
二
度
の
嵩
嶽
へ
の
遊
山
の
際
の
同
伴
者
五
名
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
が
、

箱
を
開
い
て
こ
の
詩
を
見
つ
け
、
『
集
古
録
跋
尾
』
に
入
れ
よ
う
と
し
た
時
に
は
、

そ
の
う
ち
の
謝
希
深
・
楊
子
聰
は
す
で
に
死
去
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
師
魯
・

幾
道
・
聖
兪
が
相
次
い
で
世
を
去
り
、
嵩
嶽
に
遊
ん
だ
天
聖
十
年
か
ら
三
十
一
年
ほ

ど
が
経
過
し
た
今
、
一
緒
に
遊
山
し
た
六
人
の
う
ち
で
生
き
て
い
る
の
は
自
分
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
。
金
石
は
長
い
時
間
を
超
え
て

そ
こ
に
刻
ま
れ
た
文
字
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
は
そ
う
で
は
な
い
。

金
石
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
生
命
の
無
常
は
い
っ
そ
う
実
感
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
金
石
の
長
久
で
さ
え
完
全
な
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
章
段
も

存
在
す
る
。
歐
陽
脩
は
「
唐
孔
子
廟
堂
碑
」
武
德
九
年
（
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
五
）

で
、
自
分
が
金
石
蒐
集
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

右
「
孔
子
廟
堂
碑
」
、
虞
世
南
撰
并
書
。
余
爲
童
兒
時
、
嘗
得
此
碑
以
學
書
、

當
時
刻
畫
完
好
。
後
二
十
餘
年
復
得
斯
本
、
則
殘
缺
如
此
。
因
感
夫
物
之
終
敝
、

雖
金
石
之
堅
不
能
以
自
久
、
於
是
始
欲
集
録
前
世
之
遺
文
而
藏
之
。
殆
今
蓋
十

有
八
年
、
而
得
千
巻
、
可
謂
富
哉
。
嘉
祐
八
年
九
月
二
十
九
日
書
。

右
「
孔
子
廟
堂
碑
」
、
虞
世
南
撰
并
び
に
書
。
余

童
兒
爲
り
し
時
、
嘗
て
此

の
碑
を
得
て
以
て
書
を
學
ぶ
に
、
當
時
の
刻
畫
は
完
好
な
り
。
後
二
十
餘
年
に

し
て
復
た
斯
の
本
を
得
る
に
、
則
ち
殘
缺
す
る
こ
と
此
の
如
し
。
因
り
て
夫
の

物
の
終
に
敝
る
る
に
感
じ
、
金
石
の
堅
き
と
雖
も
以
て
自
ら
久
し
き
こ
と
能
は

ず
、
是
に
於
い
て
始
め
て
前
世
の
遺
文
を
集
録
し
て
之
を
藏
さ
ん
と
欲
す
。
殆

ど
今
蓋
し
十
有
八
年
な
ら
ん
、
而
し
て
千
巻
を
得
る
は
、
富
め
る
と
謂
ふ
べ
き

や
。
嘉
祐
八
年
九
月
二
十
九
日
書
。

こ
こ
で
は
、
少
年
時
代
に
書
法
を
学
ぶ
手
本
と
し
た
時
に
は
完
全
な
状
態
で
あ
っ

た
刻
ま
れ
た
文
字
が
、
二
十
年
後
に
再
び
目
に
す
る
と
か
な
り
傷
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
堅
固
な
金
石
で
さ
え
永
久
の
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
、
そ
れ
が
過
去
の
遺
文
を

蒐
集
所
蔵
し
た
い
と
い
う
思
い
に
繋
が
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
歐
陽
脩
の
金
石
蒐
集

が
、
長
大
な
時
間
を
超
え
て
永
遠
に
存
在
し
続
け
る
も
の
の
希
求
と
し
て
開
始
さ
れ
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た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
金
石
す
ら
有
限
で
あ
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
保
持

を
目
指
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
発
想
は
彼
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
も
歐
陽
脩

は
述
べ
て
い
る
。「
敦

�銘
」
伯
冏
敦
・
張
仲

�（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
一
）
の
記
述

を
見
て
み
よ
う
。

敦
・

�皆
有
銘
、
而
云

�獲
其
二
。
皆
有
蓋
、
而
上
下
皆
銘
、
銘
文
皆
同
。
甚

矣
、
古
之
人
慮
遠
也
。
知
夫
物
必
有
弊
、
而
百
世
之
後
埋
没
零
落
、
幸
其
一
在
、

尚
冀
或
傳
爾
。
不
然
、
何
丁
寧
重
複
若
此
之
煩
也
。
其
於
一
用
器
、
爲
慮
猶
如

此
、
則
其
操
修
施
設
所
以
垂
後
世
者
、
必
不
苟
。

敦
・

�は
皆
銘
有
り
、
而
し
て
云
へ
ら
く

�は
其
の
二
を
獲
と
。
皆
蓋

有
り
、
而
し
て
上
下
皆
銘
あ
り
、
銘
文
皆
同
じ
。
甚
し
き
か
な
、
古
の
人

の
遠
き
を
慮
ふ
は
。
夫
の
物
に
は
必
ず
弊
る
る
こ
と
有
る
を
知
り
、
而
し
て
百

世
の
後
に
埋
没
零
落
す
る
も
、
幸
ひ
に
其
の
一
在
り
て
、
尚
ほ
或
ひ
は
傳
は
ら

ん
こ
と
を
冀
ふ
の
み
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
丁
寧
重
複
す
る
こ
と
此
の
若
き
の

煩
は
し
き
や
。
其
の
一
用
器
に
於
い
て
、
慮
を
爲
す
こ
と
猶
ほ
此
く
の
如
け
れ

ば
、
則
ち
其
の
操
修
施
設
し
て
後
世
に
垂
る
る
所
以
の
者
は
、
必
ず
苟 か
り
そ
めな
ら
ず
。

こ
こ
で
は
、
金
石
を
製
作
し
そ
こ
に
銘
文
を
刻
ん
だ
古
人
は
遠
い
未
来
を
慮
り
、

物
は
必
ず
壊
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
そ
の
上
で
百
代

の
後
に
埋
没
し
て
散
り
散
り
に
な
っ
て
も
、
幸
運
に
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
残
っ
て
、

後
世
に
伝
わ
る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
に
願
っ
た
と
考
え
、
後
世
の
人
と
し
て
古
人
の
そ

の
意
図
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
金
石
す
ら
永
久
で
は
な
い
と
い
う

考
え
方
は
石
に
銘
文
を
刻
ん
だ
古
人
も
す
で
に
持
っ
て
い
た
と
、
歐
陽
脩
は
考
え
て

い
る
。

さ
ら
に
、「
後
漢
郎
中
王
君
碑
」
光
和
元
年
（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
三
）
で
は
、
金

石
す
ら
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
物
の
限
界
」
を
超
え
得
る
存
在
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

右
「
漢
郎
中
王
君
碑
」
、
文
字
摩
滅
、
不
復
成
文
、
而
僅
有
存
者
、
其
名
字
、

官
閥
、
卒
葬
年
月
皆
莫
可
考
。
惟
其
碑
首
題
云
「
漢
故
郎
中
王
君
之
銘
」
、
知

君
爲
漢
人
、
姓
王
氏
、
而
官
爲
郎
中
爾
。
蓋
夫
有
形
之
物
、
必
有
時
而
弊
、
是

以
君
子
之
道
無
弊
、
而
其
垂
世
者
與
天
地
而
無
窮
。
顔
回
髙
臥
於
陋
巷
、
而
名

與
舜
・
禹
同
榮
、
是
豈
有
託
於
物
而
後
傳
邪
。
豈
有
爲
於
事
而
後
著
耶
。
故
曰
、

久
而
無
弊
者
道
、
隱
而
終
顯
者
誠
、
此
君
子
之
所
貴
也
。
若
漢
王
君
者
、
託
有

形
之
物
、
欲
垂
無
窮
之
名
、
及
其
弊
也
、
金
石
何
異
乎
瓦
礫
。
治
平
元
年
四
月

晦
日
書
。

右
「
漢

樊
中
王
君
碑
」
、
文
字
摩
滅
し
、
復
た
文
を
成
さ
ず
、
而
し
て
僅
か
に

存
す
る
者
有
り
、
其
の
名
字
、
官
閥
、
卒
葬
年
月
は
皆
考
ふ
る
べ
き
莫
し
。
惟

だ
其
の
碑
首
に
題
し
て
云
へ
ら
く
「
漢
故
郎
中
王
君
之
銘
」
と
、
君
の
漢
人
爲

り
、
王
氏
を
姓
と
し
、
而
し
て
官
は
郎
中
爲
る
を
知
る
の
み
。
蓋
し
夫
れ
有
形

の
物
は
、
必
ず
時
有
り
て
弊
す
、
是
れ
以
て
君
子
の
道
は
弊
す
る
無
く
、
而
し

て
其
の
世
に
垂
る
る
者
は
天
地
と
與
に
し
て
窮
る
こ
と
無
し
。
顔
回
は
陋
巷
に

高
臥
す
る
も
、
名
は
舜
・
禹
と
榮
を
同
じ
く
す
、
是
れ
豈
に
物
に
託
し
て
而
後

に
傳
は
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
豈
に
事
に
於
い
て
爲
し
て
後
に
著
る
る
こ
と
有
ら

ん
や
。
故
に
曰
く
、
久
し
く
し
て
弊
す
る
無
き
者
は
道
、
隱
れ
て
終
に
顯
は
る

る
者
は
誠
、
此
れ
君
子
之
の
貴
ぶ
所
な
り
。
漢
の
王
君
の
若
き
者
は
、
有
形
の

物
に
託
し
て
、
無
窮
の
名
を
垂
れ
ん
と
欲
し
、
其
の
弊
す
る
に
及
ぶ
や
、
金
石

は
何
ぞ
瓦
礫
に
異
な
ら
ん
や
。
治
平
元
年
四
月
晦
日
書
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
漢
郎
中
王
君
碑
」
は
、
文
字
が
摩
滅
し
て

全
く
文
を
な
し
て

お
ら
ず
、
僅
か
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
諱
と
字
、
官
閥
、
卒
葬
の

年
月
に
は
す
べ
て
考
証
で
き
る
も
の
が
な
い
が
、
そ
の
碑
首
に
「
漢
故
郎
中
王
君
之

銘
」
と
題
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
人
物
が
漢
の
人
で
あ
り
、
王
氏
を
姓
と
し
、
官
位
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が
郎
中
で
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
と
い
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
文
章
で
は
形
あ

る
物
の
時
間
的
有
限
性
が
、
君
子
の
道
の
普
遍
性
及
び
永
久
性
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。

世
俗
を
避
け
て
路
地
裏
に
隠
れ
住
み
、
物
に
託
す
こ
と
の
な
い
質
素
な
生
活
を
楽
し

ん
だ
顔
回
の
名
声
が
、
舜
や
禹
と
い
っ
た
古
代
の
理
想
的
君
主
に
も
匹
敵
す
る
も
の

と
さ
れ
て
後
世
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
長
い
時
が
経
っ
て
も
廃
れ
る
こ
と

の
な
い
「
道
」
と
、
隠
れ
て
い
て
も
つ
い
に
は
顕
れ
る
「
誠
」
こ
そ
が
、
君
子
の
貴

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
考
え
方
は
、
「
唐
人
書
楊
公

史
傳
記
」
歳
月
未
詳
。（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
九
）
で
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。右
「
楊
公
史
傳
記
」
、
文
字
訛
缺
。
原
作
者
之
意
、
所
以
刻
之
金
石
者
、
欲
爲

公
不
朽
計
也
。
碑
無
年
月
、
不
知
何
時
。
然
其
字
畫
之
法
、
廼
唐
人
所
書
爾
。

今
纔
幾
時
、
而
摩
滅
若
此
、
然
則
金
石
果
能
傳
不
朽
邪
。
楊
公
之
所
以
不
朽
者
、

果
待
金
石
之
傳
邪
。
凡
物
有
形
必
有
終
弊
、
自
古
聖
賢
之
傳
也
、
非
皆
託
於
物
、

固
能
無
窮
也
。
廼
知
爲
善
之
堅
、
堅
於
金
石
也
。
嘉
祐
八
年
十
一
月
廿
日
書
。

右
「
楊
公
史
傳
記
」
、
文
字
訛
缺
す
。
原
作
者
の
意
の
、
之
を
金
石
に
刻
め
る

所
以
は
、
公
の
不
朽
の
計
を
爲
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
碑
に
年
月
無
く
、
何
れ

の
時
な
る
か
を
知
ら
ず
。
然
る
に
其
の
字
畫
の
法
は
、
廼
ち
唐
人
の
書
け
る
所

の
み
。
今
纔
か
幾
時
に
し
て
、
摩
滅
す
る
こ
と
此
の
若
し
、
然
れ
ば
則
ち
金
石

は
果
た
し
て
能
く
不
朽
に
傳
へ
ん
や
。
楊
公
の
不
朽
な
る
所
以
は
、
果
た
し
て

金
石
の
傳
を
待
た
ん
や
。
凡
そ
物
の
形
有
る
は
必
ず
終
に
弊
す
る
こ
と
有
り
、

古
よ
り
聖
賢
の
傳
ふ
る
や
、
皆
物
に
託
す
に
非
ず
、
固
よ
り
能
く
窮
ま
る
こ
と

無
き
な
り
。
廼
ち
知
る
善
を
爲
す
の
堅
き
は
、
金
石
よ
り
も
堅
き
な
り
と
。
嘉

祐
八
年
十
一
月
廿
日
書
。

原
作
者
が
こ
の
「
楊
公
史
傳
記
」
を
金
石
に
刻
ん
だ
の
は
、
楊
公
の
不
朽
を
計
ろ

う
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
文
字
の
筆
画
の
方
法
か
ら
は
唐
代
の
人
の
手
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
文
字
に

は
誤
り
や
欠
落
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
見
た
歐
陽
脩
は
、
金
石
が
不

朽
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
対
し
て
疑
問
を
抱
き
、
楊
公
の
不
朽
の
名
声
は
金
石
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で

導
き
出
さ
れ
る
結
論
は
、
お
よ
そ
形
の
あ
る
物
に
は
必
ず
終
に
は
壊
れ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
あ
り
、
古
か
ら
聖
賢
が
伝
え
る
こ
と
は
、
物
に
託
し
て
不
朽
な
ら
し
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
で
、
も
と
も
と
窮
ま
ら
な
い
こ
と
が
可
能

な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
漢
「
樊
中
王
君
碑
」
で
、
形

あ
る
物
の
時
間
的
な
有
限
性
が
、
君
子
の
道
の
普
遍
性
及
び
永
久
性
と
対
比
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
類
似
の
発
想
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

歐
陽
脩
の
考
え
に
お
い
て
は
、
金
石
は
人
間
と
対
比
し
た
と
き
、
そ
の
存
在
す
る

時
間
の
長
久
さ
を
印
象
づ
け
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
形
あ
る
物
で
あ
る
金
石
は
、
や
は
り
時
間
的
な
有
限
性
か
ら
逃
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
対
比
し
う
る
普
遍
性
や
永
遠
性
を
そ
な
え
る
も
の
と

し
て
、
儒
家
的
な
理
想
と
し
て
の
君
子
の
道
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
後
代
へ
の
継
承

金
石
に
関
心
を
持
つ
友
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
歐
陽
脩
に
よ
っ
て
『
集
古

録
』
な
ら
び
に
『
集
古
録
跋
尾
』
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
成
果
は
、
そ
の
後
、

彼
ら
よ
り
も
後
の
世
代
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。
最
後
に
本
章
で
は
、
そ
の
状
況
に
つ

い
て
い
く
ら
か
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
ま
で
本
稿
で
『
集
古
録
跋
尾
』
の
各
章
段
を
引
用
す
る
際
、
文
中
に
執
筆
時

期
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
含
め
て
提
示
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら

の
日

付
は
、
「
集
古
録

目
序
」
が

最
も

早
い
嘉
祐

七
年
（
一

〇
六

二
）
で
あ
る
の
に
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続
い
て
、
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
か
ら
治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）
に
集
中
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
の
集
中
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
歐
陽
脩
の
金
石
蒐

集
と
考
証
に
大
き
く
貢
献
し
た
劉
敞
が
、
嘉
祐
五
年
（
一
〇
六
〇
）
か
ら
治
平
三
年

（
一
〇
六
六
）
ま
で
、
永
興
軍
路
安
撫
使
兼
知
永
興
軍
府
事
と
し
て
長
安
に
在
任
し
、

既
に
見
た
資
料
で
歐
陽
脩
が
記
し
て
い
た
よ
う
に
、
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
古
物
の
拓

本
を
彼
に
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
人
、
同
じ
時
期
に
こ
の
近
辺
に
赴
任
し
て
い
た
人
物
が
い
る
。
蘇

軾
で
あ
る
。
歐
陽
脩
・
劉
敞
か
ら
は
一
世
代
下
の
蘇
軾
が
、
初
め
て
の
任
官
で
簽
書

鳳
翔
府
節
度
判
官
廳
事
と
し
て
鳳
翔
（
現
陝
西
省
鳳
翔
県
）
に
赴
任
し
た
の
は
、
仁

宗
嘉
祐
六
年
（
一
〇
六
一
）
十
二
月
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
後
、
殿
中
丞
に
除
せ
ら
れ

て
開
封
に
移
る
英
宗
治
平
元
年
（
一
〇
六
四
）
十
二
月
ま
で
の
三
年
間
、
当
地
に
滞

在
し
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
『
集
古
録
跋
尾
』
に
は
、
彼
か
ら
古
物
が
提
供
さ
れ
た

こ
と
記
す
章
段
も
存
在
し
て
お
り
、
彼
が
師
匠
格
に
当
た
る
歐
陽
脩
の
金
石
蒐
集
に

対
し
て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

蘇
軾
は
鳳
翔
在
任
中
に
「
鳳
翔
八
觀
」
（
清

馮
應
榴
輯
訂

蘇
文
忠
公
詩
合
註

巻
四
中
文
出
版
社
一
九
七
九
年
））
と
い
う
八
首
か
ら
な
る
連
作
詩
を
制
作
し
、

そ
の
叙
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
鳳
翔
八
觀
」
詩
、
記
可
觀
者
八
也
。
（
中
略
）
鳳
翔
當
秦
蜀
之
交
、
士
大
夫

之
所
朝
夕
往
來
。
此
八
觀
者
、
又
皆

�歩
可
至
。
而
好
事
者
有
不
能

�觀
焉
、

故
作
詩
以
告
欲
觀
而
不
知
者
。

「
鳳
翔
八
觀
」
詩
は
、
觀
る
べ
き
者
八
を
記
す
な
り
。
（
中
略
）
鳳
翔
は
秦
蜀

の
交
に
當
た
り
、
士
大
夫
の
朝
夕
に
往
來
す
る
所
な
り
。
此
の
八
觀
は
、
又
皆

�歩
し
て
至
る
べ
し
。
而
る
に
好
事
者
に

�く
焉
を
觀
る
こ
と
能
は
ざ
る
有
り
。

故
に
詩
を
作
り
以
て
觀
ん
と
欲
す
れ
ど
も
知
ら
ざ
る
者
に
告
ぐ
。

こ
こ
で
は
こ
の
連
作
詩
に
つ
い
て
、
鳳
翔
の
見
ど
こ
ろ
八
点
を
見
た
い
と
思
い
な

が
ら
も
見
て
い
な
い
好
事
の
者
に
書
き
示
す
た
め
に
制
作
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
よ
そ
の
土
地
に
い
な
が
ら
当
地
の
古
物
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
物
を
想

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
し
て
は
、
歐
陽
脩
が
想
定
さ
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
連
作
詩
中
に
あ
る
「
石
鼓
歌
」「
詛
楚
文
」
が
寄
せ
ら
れ
た
対
象
が
、

歐
陽
脩
の
『
集
古
録
跋
尾
』
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
両
者
の
関
連

を
窺
わ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
の
作
品
も
長
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

紙
幅
の
制
限
も
あ
る
の
で
引
用
し
て
の
検
討
は
避
け
る
が
、
歐
陽
脩
『
集
古
録
跋
尾
』

巻
一
に
収
め
ら
れ
た
「
石
鼓
文
」
は
、
岐
陽
（
現
陝
西
省
鳳
翔
縣
）
の
孔
子
廟
所
蔵

の
十
個
の
石
鼓
に
対
す
る
評
価
の
変
遷
や
伝
承
の
状
況
、
及
び
現
在
の
刻
文
の
状
態

に
つ
い
て
記
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
疑
問
点
と
、
こ
れ
に
関
し

て
唐
代
の
韋
應
物
と
韓

�「
石
鼓
歌
」
と
が
既
に
示
し
て
い
る
説
の
当
否
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
一

方
、
蘇
軾
の
「
鳳
翔
八
觀
」
中
の
「
石
鼓
歌
」
（
蘇
文
忠
公
詩

合
註
巻
四
）
は
、
こ
れ
と
同
じ
対
象
を
取
り
あ
げ
、
実
見
し
た
石
鼓
の
文
字
の
様
子

と
そ
の
解
読
の
困
難
さ
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
石
鼓
の
先
駆
け
と
な
る
存
在
や
、

製
作
さ
れ
た
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
自
由
に
想
像
し
て
い
る
。
伝
承
に
関
し
て
は
、

秦
始
皇
帝
の
焚
書
当
時
の
困
難
な
状
況
を
超
え
て
伝
承
さ
れ
た
こ
と
の
不
思
議
さ
に

つ
い
て
述
べ
、
詩
の

末
尾
で
は
、
「

細
思
物

理
坐

嘆
息
、
人

生
安

得
如

汝
壽
。
」
（

細

さ
に
物
理
を
思
ひ
て
坐
ら
に
嘆
息
す
、
人
生
安
ん
ぞ
汝
の
如
き
壽
を
得
ん
。）
と
、

人
間
の

生
命
の
有
限
と
対

比
し
て
、
「
物
」
の
不

変
性
に
対
す
る

驚
嘆
を
歌
っ
て
い

る
。散
文
の
跋
文
と
、
韻
文
の
詩
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
の
違
い
が
あ
り
、
当
然
と
も
言
う

べ
き
だ
が
、
論
理
的
に
考
証
を
進
め
て
い
く
跋
文
に
対
し
て
、
詩
は
自
由
に
想
像
を

膨
ら
ま
せ
つ
つ
、
長
い
時
間
を
超
え
て
伝

承
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
感
嘆
を
表

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
歐
陽
脩
は
こ
の
跋
文
の
な
か
で
は
物
の
有
限
性
に
つ
い
て
言
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及
し
て
い
な
い
が
、
蘇
軾
の
詩
で
は
、
物
と
人
間
と
を
対
比
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
限

性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
二
篇
の
間
で
の
視
点
の
違
い
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
歐
陽
脩
は
『
集
古
録
跋
尾
』
に
収
め
ら
れ
た

他
の
文
章
の
な
か
で
、
金
石
と
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
の
有
限
性
に
つ
い
て
何
度
も

言
及
し
て
お
り
、
古
物
に
関
わ
っ
て
や
り
と
り
を
す
る
中
で
、
蘇
軾
が
歐
陽
脩
の
こ

の
よ
う
な
発
想
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

簽
書
鳳
翔
府
節
度
判
官
廳
事
在
任
中
の
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
に
蘇
軾
は
、
当

時
の
知
鳳
翔
府
で
あ
る
陳
希
亮
（
一
〇
〇
〇
―
一
〇
六
五
）
が
造
営
し
た
臺
に
寄
せ

た
「
凌
虚
臺
記
」
（
東
坡
集
巻
三
十
一

古
典
研
究
會
叢
書
漢
籍
之
部

第
十
六
巻

汲
古
書
院
一
九
九
一
年
）
の
な
か
で
、「
物
之
廢
興
成
毀
、
不
可
得
而
知
也
。」

（
物
の
廢
興
成
毀
は
、
得
て
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。）
と
述
べ
て
、
こ
の
臺
が
永
遠

の
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
発
想
に
も
、
既
に
見
た
歐
陽
脩

『
集
古
録
跋
尾
』
で
く
り
返
さ
れ
る
人
と
物
の
有
限
性
に
関
す
る
感
慨
と
の
関
連
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
物
の
有
限
性
に
関
わ
る
思
考
は
、

こ
の
後
の
蘇
軾
の
文
章
の
中
で
幾
度
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
「
鳳
翔
八
觀
」

詩
や
「
凌
虚
臺
記
」
に
現
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ

り
、
こ
の
時
期
に
歐
陽
脩
の
、
あ
る
い
は
彼
を
含
む
一
世
代
上
の
人
々
が
抱
い
て
い

た
金
石
と
人
の
有
限
性
に
関
わ
る
感
慨
に
接
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
蘇
軾
の
発
想

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
蘇
軾
は
、
通
判
杭
州
在
任
中
の
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
に
、
当
時
、
知

湖
州
で
あ
っ
た
孫
覺
（
字
、

�老
。
一
〇
二
八
―
一
〇
九
〇
）
が
州
内
の
漢
以
降
の

金
石
碑
刻
を
蒐
集
し
た
墨
妙
亭
に
「
墨
妙
亭
記
」（
東
坡
巻
三
十
一
）
寄
せ
て
い
る
。

孫
覺
の
こ
の
よ
う
な
蒐
集
行
為
も
、
歐
陽
脩
等
の
金
石
愛
好
を
継
承
し
た
も
の
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
蘇
軾
は
こ
こ
で
も
、

或
以
謂
余
、
凡
有
物
必
歸
於
盡
、
而
恃
形
以
爲
固
者
、
尤
不
可
長
、
雖
金
石
之

堅
、
俄
而
變
壞
。
至
於
功
名
文
章
、
其
傳
世
垂
後
、
猶
爲
差
久
。
今
乃
以
此
託

於
彼
、
是
久
存
者
反
求
助
於
速
壞
。
此
既
昔
人
之
惑
、
而

�老
又
將
深
簷
大
屋

以
錮
留
之
。
推
是
意
也
、
其
無
乃
幾
於
不
知
命
也
夫
。

或 あ
る
ひ
と以
て
余
に
謂
へ
ら
く
、
凡
そ
物
有
れ
ば
必
ず
盡
く
る
に
歸
し
、
形
を
恃
み

て
以
て
固
し
と
爲
す
者
は
、
尤
も
長
か
る
べ
か
ら
ず
、
金
石
の
堅
き
と
雖
も
、

俄
に
し
て
變
壞
す
。
功
名
文
章
に
至
り
て
は
、
其
の
世
に
傳
は
り
後
に
垂
る
る

こ
と
、
猶
ほ
差 や
や久
し
と
爲
す
。
今
乃
ち
此
を
以
て
彼
に
託
す
は
、
此
久
し
く

存
す
る
者
の
反
り
て
速
か
に
壞
る
る
に
於
い
て
助
け
を
求
む
る
な
り
。
是
既

に
昔
人
の
惑
な
り
、
而
も

�老
は
又

深
簷
大
屋
を
將
て
以
て
之
を
錮
留
す
。

是
の
意
を
推
す
や
、
其
れ
乃
ち
命
を
知
ら
ざ
る
に
幾
き
こ
と
無
か
ら
ん
や
。

と
、
「
或 あ
る
ひ
と

」
の
言

葉
と
し
て
、
金
石
を
含
む
「
も
の
」
の
有
限
性
に
つ
い
て
述

べ
て
お
り
、
鳳
翔
期
か
ら
続
く
金
石
を
め
ぐ
る
思
考
が
こ
こ
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
蘇
軾
の
周
囲
で
、
孫
覺
の
他
に
も
金
石
を
好
ん
だ
人
物
と
し
て
は
、
李

公
麟
（
一
〇
四
九
―
一
一
〇
六
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
金
石
に
精
通
し

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
元
・
脱
脱
等
撰
『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
四
「
文
苑
傳
六
」

（
中
華
書
局
本
）
の
伝
に
は
、

好
古
博
學
、
長
於
詩
、
多
識
奇
字
、
自
夏
・
商
以
來
鍾
・
鼎
・
尊
・
彝
、
皆
能

考
定
世
次
、
辨
測
款
識
、
聞
一
妙
品
、
雖
捐
千
金
不
惜
。

古
を
好
み
博
學
に
し
て
、
詩
に
長
じ
、
多
く
奇
字
を
識
り
、
夏
・
商
よ
り
以
來

の
鍾
・
鼎
・
尊
・
彝
は
、
皆
能
く
世
次
を
考
定
し
、
辨
測
款
識
し
、
一
妙
品
と

聞
け
ば
、
千
金
を
捐
つ
る
と
雖
も
惜
し
ま
ず
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
蔡
絛
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
『
鐵
圍
山
叢
談
』
巻
四
（
馮

惠
民
・
沈
錫
麟
點
校
『
鐵
圍
山
叢
談
』

唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
中
華
書
局
一
九

八
三
年
第
一
版
）
は
、
李
公
麟
の
著
し
た
『
考
古
圖
』
が
元
符
年
間
（
一
〇
九
八
ー
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一
一
〇
〇
）
ま
で
伝
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
が
大
觀
初
年
（
一
一
〇
七
）
に
徽

宗
が
『
宣
和
殿
博
古
圖
』
を
編
集
す
る
際
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
歐
陽
脩
の
『
集
古
録
』
そ
の
も
の
が
、
彼
の
周
囲
に
い
た

多
く
の
友
人
た
ち
の
助
力
を
得
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
金
石

蒐
集
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
思
考
は
、
孫
覺
や
蘇
軾
、
李
公
麟
ら
に
影
響
を
与
え
、
さ
ら

に
次
の
時
代
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
宋
代
を
代
表
す
る
金
石
研
究
の
成
果
で
あ
る

『
金
石
録
』
を
著
し
た
趙
明
誠
（
一
〇
八
一
ー
一
一
二
九
）
が
、
そ
の
「
金
石
録
序
」

（
黄
墨
谷
輯
校

重
輯
李
清
照
集

巻
六

附
一

中
華
書
局

中
國
古
典
文
學
基

本
叢
書
二
〇
〇
九
年
）
に
記
し
た
言
葉
を
引
用
し
て
本
稿
の
末
尾
と
し
た
い
。
彼

は
『
集
古
録
』
を
よ
り
完
全
な
も
の
と
す
べ
く
金
石
研
究
を
続
け
、
『
金
石
録
』
を

完
成
し
た
の
で
あ
る
。

余
自
少
小
、
喜
從
當
世
學
士
大
夫
訪
問
前
代
金
石
刻
詞
、
以
廣
異
聞
。
後
得
歐

陽
文
忠
公
『
集
古
録
』
、
讀
而
賢
之
、
以
爲
是
正
訛
謬
、
有
功
於
後
學
甚
大
。

惜
其
尚
有
漏
落
、
又
無
歳
月
先
後
之
次
。
思
欲
廣
而
成
書
、
以
傳
學
者
。
於
是

益
訪
求
藏
蓄
、
凡
二
十
年
後
粗
備
。

余
少
小
よ
り
、
喜
び
て
當
世
の
學
士
大
夫
に
從
ひ
て
前
代
の
金
石
刻
詞
を
訪

問
し
、
以
て
異
聞
を
廣
く
す
。
後
に
歐
陽
文
忠
公
の
『
集
古
録
』
を
得
、
讀
み

て
之
を
賢
し
と
し
、
以
爲
く
訛
謬
を
是
正
す
れ
ば
、
後
學
に
功
有
る
こ
と
甚

だ
大
な
ら
ん
と
。
其
の
尚
ほ
漏
落
有
り
、
又
歳
月
先
後
の
次
無
き
を
惜
し
む
。

廣
く
し
て
書
を
成
し
、
以
て
學
ぶ
者
に
傳
へ
ん
と
思
ふ
。
是
に
於
い
て
益
ま
す

藏
蓄
を
訪
求
し
、
凡
そ
二
十
年
の
後
に
粗
ぼ
備
は
る
。

湯浅陽子 『集古録』をめぐる人々

二二五五




